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研究成果の概要（和文）： 
 先行研究や実践活動で実績のある拠点校（５校区）を中心に、教育現場や隣接領域の実践
現場のニーズを調査し、それに応じた領域を超えた教材･活動を開発・展開した。開発した
教材は、現場との協働において教育実践に活用された。その実践報告を基に公開研究会を
開催し、その有効性が検討された。得られた成果は、学会発表（33 件）・論文発表（36 件）
として公開され、関係研究者の評価を得た。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 The requirement for education fields and practice fields in the adjoining region was 
investigated, mainly in the 5 base schools with results in precedence researches and 
practice activities. Teaching materials and activities which exceeded the curriculum 
region it were developed based on the requirement. Developed teaching material was 
utilized for the education practice in the co-operation with people in the field. The open 
workshop was held on the basis of the practice report, and the effectiveness was 
examined. The results of this research were reported as 33 papers. 
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                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2008 年度 5,100,000 1,530,000 6,630,000 

2009 年度 1,900,000 570,000 2,470,000 

2010 年度 1,600,000 480,000 2,080,000 

年度    

  年度    

総 計 8,600,000 2,580,000 11,180,000 
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キーワード：教材開発、PBL 教育、moodle、教育実践、評価法 
 
１．研究開始当初の背景 
 2006～2007 年度にわたって、科学研究費
基盤研究(B)の助成を受け、『教員養成型 PBL
チュートリアル教育のためのシステムおよ
び評価法の開発』をテーマとし、教員養成学
部における PBL（Problem Based Learning / 
Project Based Learning）教育のあり方につ
いて研究を進めてきた。そこでは、教員養成
の各領域における実践活動の展開と教育コ

ンテンツの開発、さらには PBL 教育におけ
る評価方法の研究に注力し、成果を上げてき
た。例えば、教育現場での問題発見・解決型
学習により、学生達が能動的に学ぼうとする
姿勢が養われることが明かとなり、また PA
（パフォーマンスアセスメント）を用いた新
たな評価方法を開発することができた。 
 しかしながら、PA による評価方法の開発
においても、人と人との関係性に関する研究
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は発展したが、人と材との関わりについての
研究は十分とは言えず、特に教育隣接関連領
域における教材開発に特化した研究が必要
であった。 
 教育学部においては、教材を開発すること
が一つの重要な研究目的となっており、これ
まで教科ごとの教材開発が進められてきた。
しかし従来の大学と教育実践現場との関係
は、知識とその応用という関係性が主であっ
て、大学側の教材開発もあくまでも実験的な
ものを現場で検証する、あるいは検証された
ものを提供するという一方的な関係であっ
た。したがって、これまでの教材開発の多く
が研究者サイドの発想に基づいており、必ず
しもデマンドサイドのニーズに対応しない
ことが問題となっている。そこには現場の固
有性や対象との相互作用という教育の本質
的な問題が関わっている。また、学習指導要
領の改変や学習時間数の変化、２学期制の導
入、特色ある学校運営の奨励など、社会的な
変化に対応した教材・活動の開発が急務とな
っている。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目標は、次の２点にある。 
・教育実践現場のニーズに合った教材の開発 
・教材の評価法の研究 
 我々は PBL 教育の実践を通して、様々な
教育周辺領域の実践現場と、長期的・継続的
な協働関係を築き上げてきた。それら教育実
践現場から求められる教材や活動を開発し、
データベース化して社会に発信する。ここで
は教材を立案するというだけでなく、現場に
存在する問題発見の段階から関わることが
重要となる。したがって、継続的な授業観察
による問題点の検討や、教育現場との情報交
換の方法を確立することも研究対象とする。
開発で終わるのではなく、現場との絶えざる
「対話」によってより効果的な使いやすい教
材にしていくことも重要な課題であると考
えている。 
 教材の評価方法については、開発した教材
を用いて実践を行い、その成果を確かめる方
法を研究する。そこには、教育現場での実践
と大学の理論研究の往還が必要であり、その
ためのシステムを確立することも視野に入
れている。 
 
３．研究の方法 
 本研究では、これまでに連携協力を行って
いる様々な教育機関に対して、教材開発のた
めの協働研究を依頼し、moodle（Modular 
Object Oriented Dynamic Learning 
Environment）を活用した教育問題解決支援
ネットワークを構築する。ネットワークを通
して集められた課題に対して、学部生・大学
院生および現場関係者と連携してチームプ

ロジェクト研究を立ち上げる。プロジェクト
により開発され教材（活動）を現場で実践し、
その成果を評価・検証するための手法を開発
する。研究成果は教育実践研究論文としてま
とめ、学会等を通して発信するとともに、学
内においてシンポジウムを開催し、学内外の
研究者・教育関係者および学部生・大学院生
と共有する。開発された教材は、事例研究デ
ータベースとして蓄積し、連携協力機関との
間だけでなく、広く社会に対して公開する。 
 第１のタイプは、専門領域を超えた協働に
よる領域横断型の教材開発である。例として、
音楽と技術との協働による『手作り有音程打
楽器の開発』があげられる。これはウィリア
ムズ症候群の子ども達とその家族を対象と
した芸術プログラムにおいて、音楽科学生が
考案した音楽セッションの実践とそれに用
いる手作り楽器の製作実践を組み合わせた
ものである。音楽の授業における楽器作りに
ついてはこれまでにもいくつかの報告例が
あるが、いずれも製作技術上の制約から、マ
ラカス等の単純なものがほとんどである。本
研究では、音楽と技術それぞれの教科の専門
性を活かし、実践者の意図や対象者の技能に
あわせた教材開発を実現した。 
 また、家政と技術の協働による『ソーラー
クッカーの製作』も複合領域に跨る教材開発
の例である。『総合演習』において、中学校
家庭科でのソーラークッカー製作実践を模
擬した PBL 形式の授業を展開し、技術教育の
４年生および教員がチューターとして参加
した。設計から試作、温度測定実験に至る技
術科的なアプローチと、低カロリーで調理で
きる食材の組み合わせなどの家庭科的なア
プローチを組み合わせることによって、これ
までにない付加価値の高い教材開発を実現
したものである。 
 教育実践現場の特性に対応した地域連携
型の教材・活動の開発も必要となる。これが
第２のタイプである。S市との連携による『教
育実地研究』では、過疎化が進行する地域の
要請を受け、保育園、小学校、中学校におい
て、大学生が考えた子ども達のコミュニケー
ション能力の育成を目指した授業実践活動
を展開している。 
 また、K 市の小規模特認校における特色あ
る学校運営の支援として、感性を涵養する授
業実践の依頼を受け、理科の電気分野の授業
実践を通しての教材開発を行った。複式学級
の授業や学校と地域との連携行事等の継続
的な参与観察を行い、moodle を使った記録
の蓄積・交流と問題の所在の明確化、そして
現場への問題提起と意見の交換を行ってい
る。この例は長年に渡り学校現場との信頼関
係を築き上げた結果、大学側の授業実践が受
け入れられるようになったもので、教育現場
の特色にあわせた、まさにデマンドサイドの



 

 

ニーズに応じた教材開発の例である。 
 第３には、教材の有効性の評価法開発をね
らった研究である。『わくわくコミュニケー
ションクラブ』はその代表的な例であり、学
生が週に一度の割合で検討会を開催し、教育
実践活動案を作成しながら、moodle を活用
して学校、地域社会からのデマンドに応じた
教育実践を行っている。そこで、PA を用い
た評価方法の開発を行っている。 
 
４．研究成果 
 2008年度は、PBL教育研究を通して連携を
深めてきた教育現場と協働し、参与観察、授
業実践、活動支援などの実践を継続するとと
もに、それぞれのデマンドサイドの課題に即
した教材開発を行った。具体的には、K 市 S
小学校での授業実践や T市 I地区における活
動、H 地区の合同文化祭、S 市 K 地区での学
生開発型授業実践などである。特に、長野県
で開催した芸術プログラムにおいては、本学
と大学間協定を結ぶ天津師範大学の講師を
招聘し、音楽・舞踊・書道などの芸術交流を
実施し、言語を超えた活動の開発を行った。
また、研究拠点校として６カ所（T 市 I 中学
校、T市 K小学校、K市 S小学校、S市 K小学
校、S市 K中学校、天津師範大学）を設定し、
拠点校用のノートパソコンを設置した。これ
を利用して、学内サーバーにある moodle に
アクセスし、教材開発のためのネットワーク
を構築した。一方、３月には天津師範大学の
協力により、中国の幼小中高の授業を視察し
た。これにより、日本における教育と中国に
おける教育の比較を行った。さらに、教材開
発に関する国際会議 NSTA（全米科学教育連合
会）大会に出席し、海外の動向調査を行った。
また、教材の有効性に関する評価法の開発に
も着手した。 
 2009 年度も引き続き、拠点校等と協力し、
参与観察、授業実践、活動支援などの実践を
行い、教材開発を推進した。芸術プログラム
では打楽器カフォンを取り上げ、様々な芸術
活動を創出した。楽器製作の技術的な側面だ
けでなく、固有性を育む美術活動や、楽器の
特性を活かした音楽表現の工夫など、学生と
の協働により材の開発を進め、その成果を本
学で開催された『科学の祭典』においても応
用した。『科学の祭典』に並行して行われた
『サイエンス onステージ』では、｢科学の歌｣
の制作を行い、子ども達を対象に実践を行っ
た。小学校校歌や幼稚園・小学校での飼育動
物の歌を制作、活動を展開した。また、伊賀
市の小学生を対象に料理教室を用いた食教
育の実践を行い、調理技術・知識・食生活に
ついての変容を観察し、津市内の小学校にお
ける実態調査の結果との比較研究を行った。
現職教諭である大学院生とともに、調理実習
を核としたカリキュラム開発・授業案作成も

行った。教育方法に関する研究では、外部講
師を招いて協同学習に関する公開勉強会を
開催した。小中学校理科の生物分野における
「動物の体のつくり」で活用できる教具とし
て、動物の透明解剖模型の考案・作製を進め
るとともに市販品との比較調査を行い、本学
部の授業および三重県教育委員会の教員研
修で実践した。幼稚園との連携において、飼
育動物に関する歌づくりや書道活動の記
録・分析を行った。一方、海外の教育事情に
関する調査研究では、本年度はタイに出向き、
学生とともに学校現場の視察や授業観察を
行った。 
 データベースの活用については、三重県内
栄養教諭の情報交換サイトを立ち上げ、
moodle を利用した現場との情報交換を開始
した。 
 研究成果の発信に関しては、本プロジェク
ト研究会において教科専門における教員養
成型 PBL教育について検討を行い、大阪教育
大学の FD 研修会での招待講演においてその
成果を報告した。また、京都大学で開催され
た大学教育研究フォーラムにおいて、学生の
学びの履歴の重要性に関する研究報告を行
った。さらに、学生の研究成果の一部は、本
学で開催されたアカデミック・フェアや一身
田フォーラムを通して発表され、他の研究プ
ロジェクトとの交流を行った。 
 2010年度は、これまでに推進してきた教材
開発研究の成果を発信するために、定期的に
公開研究会を開催した。食教育に関する研究
では、従来型の単発的な調理実習を行うカリ
キュラムを改善し、ローテーションによる２
回の調理実習を組み合わせた新しいカリキ
ュラムを提案した。その有効性を検証するた
めに、試験に加え検定や意識調査による評価
方法を用いている。 
 また、領域を超えた教材開発では、幼稚園
における飼育動物に関する教材を研究した。
飼育動物についての歌を大学生が園児と関
わりながらつくるという実践である。飼育動
物の生物学的な視点と歌づくりに関する音
楽科の専門性、また園児の表現に関する幼児
教育の領域とのコラボレーションである。教
育者の体験・経験を超えた多角的な視点が、
園児の体験の機会を豊かにし、文化や教養を
培う基礎に関わることが明らかとなった。音
楽と技術との協働による教材開発では、打楽
器カフォンに焦点を当て、ものづくりと演奏
を組み合わせた芸術活動を研究した。材料特
性と音響特性の関係を、機械工学的アプロー
チから解明し、楽器の特性を評価することで、
その特徴を活かした演奏活動を展開するこ
とが可能となった。 
 学年や校種を超えた教材の開発に関して
は、異学年グループによる物語の創造教材を
提案した。提案した教材を学年や校種、地域



 

 

の異なる学習者に対して実践した結果、教材
としての要件や評価方法についても明らか
にすることができた。教材評価法に関する研
究では、PBL 教育の学習動機付けや学習スキ
ルに対する有効性を、講義型授業との比較研
究により明かにした。 
 研究で得られた成果は、日本教育大学協会
研究集会、教育 GP フォーラム等を通して発
信し、関係研究者から評価を受けた。 
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